　　
①　　パソコンセミナー　　　　　情報処理能力を高めよう!!　

　　混乱させて済みませんでした。別途案内の通りです。定員少数のため、連絡会会員に優先案内しています。数日後に、一般案内開始しますので、早めにお申込ください。

②　　9月15日「青木孝弘さんの帰国報告会」　　　ぜひ、ご参加を!!　　　　

　以下、青木さんのお話ですが、詳しくは当日お聞きします。

●アメリカでは、サポートセンターのあり方を巡って、「委託や調査事業を優先にする型」と「草の根ＮＰＯ支援を優先する型」が真っ向から対立している。日本では、「委託や調査事業優先型」サポートセンター像が宣伝され過ぎている。

●行政がサポートセンターに補助金や委託事業を出すことに対して、草の根ＮＰＯや一般市民からは批判が起きる。現場の課題解決・市民への直接サービス活動にこそ金を出すべきだという。

●専従者が一人とか数名程度のＮＰＯが無数に存在する。このレベルのＮＰＯが大多数だ。地域や社会の問題にチャレンジし解決しているのは、こうしたＮＰＯだ。

●年間2万5千ドル以下の財政規模のＮＰＯは、年間の会計報告や事業報告義務が免除されている。寄付金控除などの優遇税制も優先的に適用されている。草の根ＮＰＯを支援する思想がある。

■などなど、非常に興味深いお話です。詳しくは当日、そして、これからの支援制度や税制議論の参考に。

■報告会後、5時から連絡会事務所で（徒歩5分）、懇親会とこれからの連絡会活動について意見交換します。

③　　会計セミナーの今後の予定　　　　会場：椙山女学園大学　研修費：2000円
第2回10月15日「区分経理」　　　第3回11月23日「税務」　　　第4回12月上旬「年末調整・保険」

第5回2月中旬「決算、及び所轄庁への報告書作成」

■第1回「基礎/初級」（8月27日）は、50名弱（主催者含む）でした。

④　9月２日シンポジウム「ＮＰＯと行政」　　　約150名。討論時間が短かったようです。

●内容は、現在テープ起こし中です。報告書にします。

●次回は12月予定。ＮＰＯと行政が相互討論（イギリス国会のような形式を想定）出来るようにします。

⑤　助成金情報　　　。

●ファイザープログラム「心とからだのヘルスケアに関する市民活動支援」／主旨：｢健やかな明日/健やかなコミュニティ｣をつくる試みへの支援／総額1000万円・1件300万円上限/締切10月2日まで/問合せ：℡03-3344-7524　Fax3344-7215　http://www.pfizer.co.jp　＊申請用紙は連絡会にもあります。ご連絡下さい。

ＮＰＯ連絡会ニュース　ＮＯ,１７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０００・９・７
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